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又
同
日
本
院
は
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
委
員
に
関

原
健
夫
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨
内
閣
に
通
知
し

た
。又

同
日
本
院
は
社
会
保
険
審
査
会
委
員
に
森
俊
介
及
び

矢
野
ø
男
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨
内
閣
に
通
知

し
た
。

又
同
日
本
院
は
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
委
員
に
植
田

和
弘
、
辰
巳
菊
子
、
山
内
弘
ø
、
山
地
憲
治
及
び
和
田
武

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

又
同
日
本
院
は
運
輸
審
議
会
委
員
に
保
田
眞
紀
子
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

又
同
日
本
院
は
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
委
員

に
加
藤
抱
一
及
び
佐
@
浩
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た

旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

質
問
書
提
出

三
月
一
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

三
菱
電
機
の
過
大
請
求
と
次
期
戦
闘
機
調
達
に
関
す
る

質
問
主
意
書
（
Ö
井
英
勝
提
出
）

内
閣
府
原
子
力
委
員
会
の
小
委
員
会
が
見
解
を
ま
と
め

た
「
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
利
用
す

る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
」
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
木
村
太
郎
提
出
）

国
土
交
通
省
の
八
ッ
場
ダ
ム
治
水
効
果
の
検
証
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
塩
川
鉄
也
提
出
）

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

三
月
一
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。原

発
事
故
担
当
相
に
よ
る
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電

所
事
故
調
査
委
員
会
と
の
接
触
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
岩
井
茂
樹
提
出
）（
第
四
六
号
）

法

務

省

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
兼
法
務
省

民
事
局
付
）
検
事
兼
法
務
事
務
官

児
玉

禎
治

外
務
省
に
出
向
さ
せ
る

法
務
事
務
官
（
法
務
省
民
事
局
付
）
の
併
任
を
解
除
す
る

（
三
月
一
日
）

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
健

康
保
険
病
院
労
働
組
合
か
ら
、
賃
金
引
上
げ
等
の
要
求
に

関
し
て
、
平
成
2
4年
３
月
７
日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員

が
従
事
す
る
別
表
に
掲
げ
る
全
職
場
（
北
海
道
、宮
城
県
、

秋
田
県
、
福
島
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、山
梨
県
、

静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
愛
媛
県
、

高
知
県
、
福
岡
県
及
び
熊
本
県
）
に
お
い
て
、
争
議
行
為

を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
4
年
３
月
５
日厚
生
労
働
大
臣
小
宮
山
洋
子

別
表
北
海
道
札
幌
社
会
保
険
総
合
病
院
、
北
海
道
社
会
保

険
病
院
及
び
北
海
道
社
会
保
険
介
護
老
人
保

健
施
設

宮
城
県
仙
台
社
会
保
険
病
院
、東
北
厚
生
年
金
病
院
、

宮
城
社
会
保
険
病
院
及
び
宮
城
社
会
保
険
介

護
老
人
保
健
施
設

秋
田
県
秋
田
社
会
保
険
病
院
及
び
秋
田
社
会
保
険
介

護
老
人
保
健
施
設

福
島
県
社
会
保
険
二
本
松
病
院
及
び
二
本
松
社
会
保

険
介
護
老
人
保
健
施
設

栃
木
県
宇
都
宮
社
会
保
険
病
院
及
び
宇
都
宮
社
会
保

険
介
護
老
人
保
健
施
設

群
馬
県
社
会
保
険
群
馬
中
央
総
合
病
院
及
び
群
馬
社

会
保
険
介
護
老
人
保
健
施
設

埼
玉
県
社
会
保
険
大
宮
総
合
病
院
、
埼
玉
社
会
保
険

病
院
及
び
埼
玉
社
会
保
険
介
護
老
人
保
健
施

設
千
葉
県
千
葉
社
会
保
険
病
院
及
び
千
葉
社
会
保
険
介

護
老
人
保
健
施
設

東
京
都
社
会
保
険
中
央
総
合
病
院
及
び
社
会
保
険
蒲

田
総
合
病
院

神
奈
川
県
川
崎
社
会
保
険
病
院
、
川
崎
社
会
保
険
介
護

老
人
保
健
施
設
、
社
会
保
険
横
浜
中
央
病
院

及
び
社
会
保
険
相
模
野
病
院

石
川
県
金
沢
社
会
保
険
病
院
及
び
金
沢
社
会
保
険
介

護
老
人
保
健
施
設

福
井
県
福
井
社
会
保
険
病
院
、
福
井
社
会
保
険
介
護

老
人
保
健
施
設
、
社
会
保
険
高
浜
病
院
及
び

高
浜
社
会
保
険
介
護
老
人
保
健
施
設

山
梨
県
社
会
保
険
鰍
沢
病
院
及
び
鰍
沢
社
会
保
険
介

護
老
人
保
健
施
設

静
岡
県
三
島
社
会
保
険
病
院
、
三
島
社
会
保
険
介
護

老
人
保
健
施
設
及
び
社
会
保
険
桜
ヶ
丘
総
合

病
院

愛
知
県
社
会
保
険
中
京
病
院
及
び
中
京
社
会
保
険
介

護
老
人
保
健
施
設

三
重
県
四
日
市
社
会
保
険
病
院
及
び
四
日
市
社
会
保

険
介
護
老
人
保
健
施
設

滋
賀
県
社
会
保
険
滋
賀
病
院
及
び
滋
賀
社
会
保
険
介

護
老
人
保
健
施
設

京
都
府
社
会
保
険
京
都
病
院

大
阪
府
星
ヶ
丘
厚
生
年
金
病
院

兵
庫
県
社
会
保
険
神
戸
中
央
病
院
、
神
戸
社
会
保
険

介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
社
会
保
険
神
戸
中

央
病
院
付
属
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
健
康
管
理
ク

リ
ニ
ッ
ク

奈
良
県
奈
良
社
会
保
険
病
院

山
口
県
社
会
保
険
下
関
厚
生
病
院
及
び
下
関
社
会
保

険
介
護
老
人
保
健
施
設

徳
島
県
健
康
保
険
鳴
門
病
院

愛
媛
県
宇
和
島
社
会
保
険
病
院
及
び
宇
和
島
社
会
保

険
介
護
老
人
保
健
施
設

高
知
県
厚
生
年
金
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

福
岡
県
健
康
保
険
直
方
中
央
病
院
、
社
会
保
険
久
留

米
第
一
病
院
及
び
久
留
米
社
会
保
険
介
護
老

人
保
健
施
設

熊
本
県
健
康
保
険
八
代
総
合
病
院

公

聴

会

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

九
州
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一

人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
「
日
本

瓦
斯
関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
の
旨
を
記
載
し
て
、

平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
、
九
州
経
済
産

業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
ガ
ス
事
業
課
（
郵
便

番
号
八
一
二
e

八
五
四
六

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
二
丁
目
十
一
番
一
号

福
岡
合
同
庁
舎
）

に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
意
見
陳

述
の
届
出
が
多
数
の
場
合
は
、
九
州
経
済
産
業
局
長

が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
指
定
の
上
、

そ
の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
官
製
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び「
日
本
瓦
斯
関
係
公
聴
会
傍
聴
希
望
」

の
旨
並
び
に
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先
を
必
ず
明
記

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、一
人
一
通
に
限
る
。）に
よ
り
、

平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
九
州
経
済
産
業

局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
ガ
ス
事
業
課
（
郵
便
番

号
八
一
二
e

八
五
四
六

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
東
二
丁
目
十
一
番
一
号

福
岡
合
同
庁
舎
）
に

到
達
す
る
よ
う
申
込
む
こ
と
。
な
お
、
傍
聴
申
込
み

が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
傍
聴
者
を
指
定
の

上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て
通
知
す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
五
日

九
州
経
済
産
業
局
長

滝
本

徹

一

件
名

日
本
瓦
斯
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給

約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日

午
後
二
時

か
ら

三

場
所

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
山
下
町
十
四
e

五
十
）

四

事
案
の
要
旨

１

原
料
費
調
整
制
度
の
変
更
に
伴
う
一
般
ガ
ス
供
給

約
款
の
変
更
を
行
う
。

２

詳
細
は
、
九
州
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
ガ
ス
事
業
課
（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
二
丁
目
十
一
番
一
号

福
岡
合
同
庁
舎
）
並
び
に

日
本
瓦
斯
株
式
会
社
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町

八
e

二
）
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

Ÿ
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